
名古屋市環境局環境企画部 主幹（⽣物多様性に係る連携推進） 森 匡司



・杉野みどり副市長はじめ、計４名が参加

・第７回生物多様性国際自治体会議への参加

・海外の他都市等との意見交換

（ムレマ生物多様性条約事務局長、スコットランド政府、昆明市、パリ市 )

COP15参加（名古屋市）



第７回生物多様性国際自治体会議

（２０２２年１２月１１日～１２日)

COP15参加（名古屋市）



第７回生物多様性国際自治体会議

・名古屋市のCOP１０以降の取組成果の発信

・生物多様性自治体ネットワークの活動の紹介

COP15参加（名古屋市）



自治体パビリオン
 ⽣物多様性条約の

COPで初めて、⾃治
体に特化して設けら
れたパビリオン

 12⽉13⽇のチャイナ
デーでは、愛知県、
名古屋市、佐渡市が
発表

COP15参加（名古屋市）



Nature Positiveパビリオン

COP15参加（名古屋市）



COP15参加（名古屋市）

Think globally,  Act locally.
地球規模で考え、地域で⾏動する

ムレマ⽣物多様性条約事務局⻑

・⼈⼝増加に伴う需要をどのように対応していくか。

ナジドフスキーパリ市副市⻑

・パリ市は気候変動による熱波が深刻。
・緑化できるところは緑化し、2026年までに、
その年に⽣まれる⼦どもの数だけ⽊を植える。



名古屋市の生物多様性地域戦略

・2050年までの⻑期戦略を2010年に策定
（法に基づく地域戦略）

・短期・中期的な⽅針は、これまで、
市の環境基本計画の中で位置づけ

新たな世界⽬標・国家戦略ができるタイミングを捉え、
⽣物多様性なごや戦略実⾏計画２０３０（仮称）を策定予定

（２０２３年９⽉予定）

※ 計画名は仮称ですが、本プレゼンテーションでは、便宜上、「（仮称）」を取って表記しています。



生物多様性なごや戦略実行計画２０３０

策定にあたってのこだわり

💡 重点的、優先的にやるべきことに内容を絞る

求められることが様々にある中で的を絞る

💡 基礎⾃治体にしかできないことを突き詰める
（⾝近な⾃然の保全・再⽣、まちづくり等の現場が伴うもの）

💡 県が⾏う良い取り組みは、積極的に連携し、
市の計画でも位置づける

国、県等との役割分担を意識



生物多様性なごや戦略実行計画２０３０

２０３０年までの重点⽅針（柱）

重点⽅針１ ⽣物多様性に配慮したまちづくりの推進

重点⽅針２ 社会変⾰につながる取り組みの促進

重点⽅針３ ⾃然と共⽣する⼈づくり

重点⽅針４ ⽣物多様性保全の拠点・ネットワークの強化



生物多様性なごや戦略実行計画２０３０

２０３０年までの取り組み（⾃然共⽣サイト関係）
※  「重点⽅針１ ⽣物多様性に配慮したまちづくりの推進」に位置づけ

⾃然共⽣サイトの認定個所数を、数値⽬標として設定予定



生物多様性なごや戦略実行計画２０３０

２０３０年までの取り組み（⾃然共⽣サイト関係）
※  「重点⽅針１ ⽣物多様性に配慮したまちづくりの推進」に位置づけ



生物多様性なごや戦略実行計画２０３０
都市と⽣物多様性指標（簡易版）[国⼟交通省]を進捗管理に活⽤予定

名古屋市の現状値（２０１６年度）
 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）が全国665⾃治体を対象に調査し、2016年11⽉に公表した報告に基づく。
 緑被地等の割合は、衛星写真に基づく国⼟数値情報が使⽤されており、市が独⾃に調査・公表する緑被率等の数値とは異なる。



ご清聴ありがとうございました。

１００年後の夢のなごやの姿 「⽣物多様性２０５０なごや戦略」より


